
GPS/JIPSセミナー（実践編Ⅱ）

GPS/JIPS の概要と進捗状況

第１回 2月 7日（木） （日本化学工業協会、東京）
第２回 2月18日（月） （日本化学工業協会、東京）
第 金 倶楽部 階

般社団法人 日本化学工業協会

第３回 2月22日（金） （中央電機倶楽部5階ホール、大阪）

一般社団法人 日本化学工業協会
平野 茂夫
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本日の内容

１．国際的な化学品管理の流れ

２ GPS/JIPSとは？２．GPS/JIPSとは？

３．GPS/JIPSの推進

(1) 体制

(2) JIPS ガイダンスの整備と公開

(3) GPS/JIPS 情報ポータル開設

(4) GPS/JIPSセミナー

４．GPS/JIPSにおけるリスク評価

５ GPS/JIPS安全性要約書５．GPS/JIPS安全性要約書

６．情報公開

７．化学品サプライチェーンでの情報共有

８．GPS/JIPS 現状と今後の課題

９．まとめ 課題と対応
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1. 国際的な化学品管理の流れ 各国・各機関の対応
1992年 国連環境開発会議（リオ宣言） アジェンダ 211992年 国連環境開発会議（リオ宣言） アジェンダ 21

第19章：化学物質管理に関する6項目（リスク評価、GHSなど）

2002年 環境開発サミット（WSSD) ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ実施計画
化学品の悪影響を2020年までに最小化・化学品の悪影響を2020年までに最小化

・化学品分類表示の国際調和（GHS）の実施
・2005年を目処にSAICMの策定に合意

2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）
SAICM採択 2020年目標

2009年 ICCM-2 Emerging Issue
2012年 Rio+20（UN Conference on Sustainable Development）2012年 Rio+20（UN Conference on Sustainable Development）

June 20-22nd in Rio de janeiro
ICCM-3 September 17-21ｔｈ in Nairobi

“Ch i l S f t f S t i bl D l t”“Chemical Safety for Sustainable  Development”. 

欧州 US 日本 ICCA   RC世界憲章中国・台湾・欧州
REACH 

US
TSCA 

Reform 

日本
化審法改正

CC C世界憲章
GPS (Global Product Strategy)

日化協：法規制対応支援
/ 推進

韓国、アジア
等規制強化

GPS/JIPS推進
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SAICM： Strategic Approach for International Chemicals Managment
国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ

ICCM： International Conference on Chemicals Management
国際化学物質管理会議

ICCA ： International Council of Chemical Associations

ＩＣＣＡ（国際化学工業協会協議会）の組織と活動

(2012年6月6日現在、敬称略)
ICCA総会

(General Assembly)

ICCA ： International Council of Chemical Associations

ICCA理事会
(Board of Directors)

CEOグループ
(Global Executive
Strategy Group)

ICCA運営委員会
(Steering Committee)

エネルギーと
気候変動
(政策課題)

コミュニケーション化学品政策と健康
(政策課題)

Responsible Care®

(優先イニシアティブ)

リーダー:  小林 喜光 (三菱ケミカル
ホールディング 社長)

議長: 大塚 重徳 (三菱ケミカル
ホールディング 顧問)

リーダー: Kurt Bock (BASF)
議長 (欧州) : Martin Kayser (BASF)
議長 (米国) : Greg Bond 

(Dow Chemical)

リーダー: Stephen Pryor 
(ExxonMobil Chemical)

議長: Peter Cartwright 
(Dow Corning)

リーダー: Carlos Fadigas
(Braskem)

議長 (欧州) : Francoise Humbert
(Cefic)ホールディング 顧問)

副議長 (欧州) : Russel Mills
(Dow Europe) 

事務局: 日化協

(Dow Chemical)
事務局: BASF

(Dow Corning)
副議長 : 岡野 恭介 (昭和電工

顧問)
事務局: ACC

(Cefic)
議長 (米国) : Anne Colton (ACC)
事務局: ACC
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通商政策ネットワーク
（Trade Policy Network） GPSの実施等 RC世界憲章の実施



２ GPS/JIPSとは ?２．GPS/JIPSとは ?

 2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）

ﾄﾞﾊﾞｲ宣言ﾄ ﾊ ｲ宣言

 ICCAはRC世界憲章とGPSの実施を宣言。

世界の企業CEOに実施宣言書への署名を求める世界の企業CEOに実施宣言書への署名を求める。

 GPS はProduct stewardship を化学産業のみなら

ず顧客およびサプライチ ン全体に拡大 強化しず顧客およびサプライチェーン全体に拡大、強化し
ていこうというフレームワーク

具体的な 項目の戦略（実行）要素 具体的な９項目の戦略（実行）要素
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GPS (Global Product Strategy) 9項目の戦略要素

GPSとは P d t St d hi を強化する具体的な戦略

１．プロダクトスチュアーﾄﾞシップ（PS）プログラムの国際的ガイドラインの作成

GPSとは、Product Stewardshipを強化する具体的な戦略

２．PSのための管理システムアプローチの開発とPSの実行

３ リスク特性評価およびリスク管理の実行３．リスク特性評価およびリスク管理の実行

４．下流ユーザー業界とリスク評価・管理に関する共同計画を策定、実行

５．国際政府間組織（UNEP, WHO, OECDなど）とのパートナーシップ構築

６．公共へのPS情報提供のためのプロセス開発

７．科学的調査の実施、LRIの推進

８ GPSの各ステ プと成果を内外に周知するプロセスの開発８．GPSの各ステップと成果を内外に周知するプロセスの開発

９．各国政府や政府間組織の化学物質管理施策を適正化するため、Global 
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Advocacyの基本原則を開発



PS （ Product Stewardship) とは

“From the cradle to the grave”顧顧客に販売した製品について、その

製品を使用する次の顧客、最終的には消費者、さらにその製品の廃棄に至
るまで すべての過程でケアしようというもの

製造 売 使 消費 廃棄

るまで、すべての過程でケアしようというもの。

R & D 製造 販売 使用・消費 (廃棄)

ﾃﾞｰﾀ･報告

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ（安全性評価）
環境（生態系）・人・動物への影響評価

作業者安全対策・排出管理・使用方法・使用量（用法・要領）管理
SDS, 包装、表示、使用説明書など情報提供 7

ICCA GPSは新規活動か ？ ⇒ No
 GPSはレスポンシブル・ケア・コードに既に含まれている。

 リスク評価・管理の詳細はレスポンシブル・ケア標準チェックリ ク評価 管理の詳細は ポンシブル ケア標準チ ック
リストに詳しく述べられている。
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ICCA Capacity Building Workshops (2009-2012)
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2009

GPSとJIPSの関係

JIPSはGPSの日本版

JIPS ： Japan Initiative of Product Stewardship 
 ICCAのPS及び、PSを強化するGPSを基本概念とし、ICCAのPS及び、PSを強化するGPSを基本概念とし、

日化協が取組む化学物質管理の新たな自主活動。

(2009 5 日化協 理事会で承認)(2009.5 日化協 理事会で承認)

 日本の状況（規制・ビジネスモデル・SMEｓ等）にあわせたGPSの 日本の状況（規制 ビジネスモデル SMEｓ等）にあわせたGPSの
フレームワークとして位置づけ、アジアでの展開も視野。

 2005年6月以来、官民連携で実施してきた“Japanチャレンジプロ
グラム”（対象物質リスト／SIDS・ハザード情報収集と 情報発信）
の収束にともない自主的活動としてあらたに開始の収束にともない自主的活動としてあらたに開始
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法規制と自主活動

（１）国際的に業界共通の枠組みでの化学品管理
・GPS/JIPSを基本とした化学品管理の枠組み・GPS/JIPSを基本とした化学品管理の枠組み
・GPS/JIPSで化学品のリスク評価・リスク管理を先行

（２）第四次環境基本計画 （平成24年4月27日）
第９節 包括的な化学物質対策の確立と推進のための取組

①国が果たすべき役割
・制度の構築・運用（環境リスク低減）
・基盤整備（人材育成 支援策等）・基盤整備（人材育成、支援策等）

②事業者への期待
関係法令を遵守するだけでなく、自主的な化学物質の環境リスクの
評価・管理、情報提供、地域住民との対話等に取り組むことを期待

・法規制の遵守
・行政と連携しつつ、レスポンシブル・ケア活動及びJIPS等の

11

行政と連携しつつ、レスポンシブル ケア活動及びJIPS等の

自主的な取組を引き続き推進

GPS/JIPSの具体的な枠組

項 目 内 容

活動主体 化学関連企業（産業界の自主活動）

対象物質
各社の製造・販売化学品全般 （≧１ｔ／ｙ／社）、
リスクベースでの優先順位付け

範囲 リスク評価、リスク管理および情報公開

収集情報 リスクの程度に応じた要求項目 （Base Set 情報）

結果報告書
GPS/JIPS安全性要約書
（SDS簡略版＋リスク評価結果及びリスク管理措置）

資料を各企業ウェブサイトに公開（GPS Chemicals Portal /
結果の公開

資料を各企業ウェブサイトに公開（GPS Chemicals Portal /  
ICCA へリンク付）又はGPS Chemicals Portalに直接貼付

情報発信対象 川中・川下、社会一般 （全てのステークホルダ）

スケジュール
日化協会員企業による取組み開始 （2011年４月より）
日化協団体会員メンバー企業へ拡大 （2012年度以降）
ICCMで報告（2012 2015年） WSSD目標達成 （2020年）
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ICCMで報告（2012、2015年），WSSD目標達成 （2020年）



１）GPS/JIPS推進部会 WG（支援体制/日化協 ）

３．GPS/JIPSの推進 （１）体制

GPS/JIPS推進部会

１）GPS/JIPS推進部会・WG（支援体制/日化協 ）
・メンバー ： 29名（22社、1団体）

GPS/JIPS推進部会

佐藤部会長 7社＋1団体
（住友化学）

普及推進 WG情報公開 WG 評価技術 WG 進捗管理 WG

原田主査 松江主査 石渡主査 日置主査8社 7社 5社+ 6社

（三菱化学） （三井化学） （旭化成） （富士フイルム）1団体

GPS/JIPS推進部会： 活動方針策定、各WGからの提案審議
情報公開 WG： 情報ポータル整備 安全性要約書情報公開 WG： 情報ポ タル整備、安全性要約書
評価技術 WG： リスク評価支援（評価手法）、RAガイダンス改訂
普及推進 WG： 啓発活動（セミナー企画）、啓発資料発信（パンフレット、FAQ）
進捗管理 WG： 進捗アンケート 内部チェックリスト 第三者検証 PSガイダンス改訂進捗管理 WG： 進捗アンケート、内部チェックリスト、第三者検証、PSガイダンス改訂

２）GPS/JIPS推進担当者（会員各社）
各社 おける 推進 核 現在 11 社で指名
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・各社におけるGPS/JIPS推進の核 現在 117社で指名
日化協GPS/JIPS支援における各社の窓口 メルマガ配信

GPS/JIPS推進部会・WGによる支援活動

①準備段階 （2009年度～2010年度）

・2009年 5月 日化協 理事会でJIPS活動承認・2009年 5月 日化協 理事会でJIPS活動承認
・2010年10月 ( ICCA GPS Chemicals Portal 開設 )
・2010年10月 GPS/JIPS推進部会・４WG

ガ ダ・2010年12月 JIPS ガイダンス（PS、RA)

②実施段階 （2011年度～ ）②実施段階 （2011年度 ）

・2011年 2月 日化協会員企業へ会長名レターで4月からJIPS実施
を依頼を依頼

・2011年 3～4月 GPS/JIPSセミナー（導入編）
・2011年 8月 JIPSポータル開設（FAQ、問い合わせ）
2011年11月 JIPS RAガイダンス第2版 JIPSパンフレット・2011年11月 JIPS RAガイダンス第2版、 JIPSパンフレット

・2011年11～12月 GPS/JIPSセミナー（実施編）
・2012年4月、6月 GPS/JIPS安全性要約書作成・登録セミナー

14



（２）JIPS ガイダンスの整備と公開

１） 2010年 12月3日発刊、12月14日 日化協ウェブサイトで公開）
URL: http://www.nikkakyo.org/show_category.php3?category_id=319049&navRow=2

① JIPSプロダクトスチ ワ ドシ プガイダンス① JIPSプロダクトスチュワードシップガイダンス
・ICCAのPSガイドライン及びJRCCのRCコードを参考に作成

② JIPSリスクアセスメントガイダンス② JIPSリスクアセスメントガイダンス
・「Global Product Strategy  ICCA Guidance on Chemical Risk 

Assessment」 の解説付き和訳
（今後 改訂を 映さ る）・Living Guidance （今後ICCAの改訂をJIPSに反映させる）

２） ガイダンス改訂
http://www.nikkakyo.org/documentDownload.php?id=4826

http://www nikkakyo org/documentDownload php?id=4700

① JIPSプロダクトスチュワードシップ
ガイダンス第２版（2012年4月1日）

http://www.nikkakyo.org/documentDownload.php?id=4700

② JIPSリスクアセスメントガイダンス
第二版（2011年11月30日）

変更点
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変更点
混合物評価法追加
作業者曝露評価法追加

（３） GPS/JIPS 情報ポータル開設
2011年8月
・URL:  https://sites.google.com/a/jips.nikkakyo.org/gps-jips-portal/Home

・内容： GPS/JIPS関連資料 ヘルプデスク Q&A イベント情報・内容： GPS/JIPS関連資料、ヘルプデスク、Q&A、イベント情報

現在、
再構築中

GPS/JIPS関連資料

再構築中

FAQ/ヘルプデスク
イベント/セミナー
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お問合せ Q&A一覧

・よくあるお問合わせ （FAQ)

項目項目
１．情報公開
２．運用・管理
３ 普及活動３．普及活動
４．リスク評価
５．全般

・お問合わせされる方へ （ヘルプデスク)

現在メ ルで 今後は まず電話に変更する予定
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現在メールで →今後は、まず電話に変更する予定

国内コンサルタント会社

・ 2012年7月現在、GPS/JIPS に関して相談可能な
国内コンサルタント会社 （12社）
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（４） GPS/JIPSセミナー

１）GPS/JIPSセミナ （導入編）１）GPS/JIPSセミナー（導入編）
・対象： 日化協会員及びその関係会社の実務担当者
・日時： 2011年3月～4月 4回 （東京３回、大阪１回）

２）GPS/JIPSセミナー（実践編）
・目的： JIPSリスク評価の流れと具体的な手順の理解
・対象： 会員企業（関係会社を含む）の実務担当者（参加者：144名）対象 会員企業（関係会社を含む）の実務担当者（参加者 名）
・日時： 2011年11月～12月 3回 （東京２回、大阪1回）

３）GPS/JIPS安全性要約書（GPS SS）作成・登録セミナー
・目的： ICCM 3に向け安全性要約書アップロ ドの促進・目的： ICCM-3に向け安全性要約書アップロードの促進
・対象： 先行会員企業（化学品管理委員会メンバー）の及びその関係会社
・日時： 2012年4月（第一部）、6月（第二部）
構成 REACH D i やMSDSを活用したリスク評価済み物質の安全性要約・構成： REACH DossiersやMSDSを活用したリスク評価済み物質の安全性要約

書作成・アップロード手順、留意点

４）GPS/JIPSセミナー（導入編）） ナ （導入編）
・対象： 化成協、関化協会員企業
・日時： 2012年10月

５）GPS/JIPSセミナー（実践編Ⅱ） ⇒ 今回
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５）GPS/JIPSセミナー（実践編Ⅱ） ⇒ 今回
・対象： 日化協、化成協、関化協会員企業
・日時： 2013年2月

４．GPS/JIPSにおけるリスク評価

（１）シナリオの設定（１）シナリオの設定

リスク評価のプロセス

（１）シナリオの設定（１）シナリオの設定

テータの収集テータの収集

（２）ハザード評価（２）ハザード評価

テ タの収集テ タの収集

（３）曝露評価（３）曝露評価

漏出量の推定
環境挙動の評価
漏出量の推定

環境挙動の評価
ハザードの質の特定
用量反応性の解析

ハザードの質の特定
用量反応性の解析 環境挙動の評価環境挙動の評価

無毒性 無影響量無毒性 無影響量 曝露量 摂取量曝露量 摂取量

用量反応性の解析用量反応性の解析

無毒性・無影響量無毒性・無影響量 曝露量・摂取量曝露量・摂取量

20（４）リスク判定（４）リスク判定



曝露シナリオ

作業者、環境、消費者

21
衆議院調査局環境調査室資料

GPS/JIPSのリスク評価プロセス

Step 1．評価対象物質の選定Step 1．評価対象物質の選定 リスク評価の手順は料理と同じ!?
1. 材料を揃える ・・・データ収集

Step 2．情報の収集Step 2．情報の収集
2. 料理して盛付け ・・・データ解析・

リスク評価
3. 1), 2)を繰り返す

Step 3．物質の優先順位付けStep 3．物質の優先順位付け

3.     1), 2)を繰り返す

Step 4．優先順位に対応したベースセット情報の収集Step 4．優先順位に対応したベースセット情報の収集

Step 5．ハザード判定Step 5．ハザード判定 Step 6．曝露評価Step 6．曝露評価
今回ご説明

Step 7．リスク判定Step 7．リスク判定

22Step 8．結果の文書化 公開 （GPS/JIPS 安全性要約書）Step 8．結果の文書化 公開 （GPS/JIPS 安全性要約書）



曝露評価・リスク判定ツール

曝露評価シミュレーションモデル、リスク判定手法の例

地域 対象 初期評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⇒ 高次評価

環境経由
ヒト/生物１）

化審法ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
評価手法

化審法リスク評価手法

日本

ヒト/生物１） 評価手法
化審法リスク評価手法

実
測

作業者２） ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
EASEモデル（英国HSE）、TRA
（ECETOC）、RISKOFDREAM（EU）他（ECETOC）、RISKOFDREAM（EU）他

消費者３） 極端な仮定による
ばく露量推定

・実用条件を考慮したばく露量推定
・消費者製品の推定ヒトばく露量推算

ソフトソフト

欧州

環境経由
ヒト/生物

ECETOC TRA
EUSES

REACH ECETOC‐TRA作業者 RISKOFREAM, ART

消費者 ConsExpo, AISE REACT
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1) 環境経由・ヒト/環境生物・・・化学物質審査規制法（優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス（案）など
2) 作業者・・・厚生労働省（労働者の有害物によるばく露評価ガイドライン）
3) 消費者・・・NITE（GHS表示のための消費者製品のリスク評価手法のガイダンス）

５．GPS/JIPS安全性要約書

GPS/JIPS安全性要約書（GPS SS）

 自社で製造販売する化学品に関するGPS/JIPS検討結果
を判りやすい書式でまとめたもの

作成に関する基本方針

 全 クホ ダに 般公開 全てのステークホルダに一般公開

 項目及びレイアウトは各企業で自由に決定

も自 英 等 言語も自由に選択（日本語、英語等）

 化学や毒性学用語の使用を極力抑え、一般的用語を使
用する用する
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GPS/JIPS安全性要約書の記載項目

1 一般的記述 8 リスク管理の勧告

汎用テンプレートGPS安全性要約書 （JIPS RA ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ第二版 p150-151）

1. 一般的記述
化学製品の使用及び有用性など

2. 化学品の名称
CAS 名称 構造など

8. リスク管理の勧告
作業場、消費者、及び環境での使

用及び曝露に対する措置など

9 応急処置CAS、名称、構造など

3. 使用及び有用性

4. 物理／化学性状

9. 応急処置

10. 消火措置

11. 偶発的放出に対する措置

5. 健康に対する影響
健康への影響に関する結論を要約

6. 環境に対する影響

12. 廃棄に対する配慮

13. 取扱い及び貯蔵

14 政府機関のレビュー環境に対する影響
環境に対する影響の結論を要約（

例：水生や陸生生物への毒性

、環境運命、生分解等）

14. 政府機関のレビュ

15. 分類及び表示
GHSなど

16 結論
7. 曝露

産業、消費者、及び環境での使用

の性質及びレベル（予測濃度）

16. 結論
化学品のリスクとその根拠に関す

る総合的な記述など

17 企業内の連絡先の情報
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を記述し、曝露を制限する措置

を記述

17. 企業内の連絡先の情報

18. 日付

SDSとGPS/JIPS安全性要約書の違い

項目 SDS GPS/JIPS安全性要約書

背景 法規制 自主的ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

提供対象 事業者（B to B） 全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞ提供対象 事業者（B to B） 全てのｽﾃ ｸﾎﾙﾀ

形式 規則に準拠した必須項目 ガイダンス＋各社判断

項目
16項目

曝露情報の項目なし

項目数は任意（各社判断）

曝露、リスク管理措置に重点

内容

記載表現

専門家向け

取扱いのための技術情報

一般・関係者向け

安全な取扱い方法等の情報
記載表現

定量的な有害性情報 定性的な有害性情報

情報源 ハザード情報 リスク評価結果
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GPS/JIPS安全性要約書の書式・事例

・CEFICテンプレート
REACH登録文書をGPS安全要約書に変換するための雛形

2011.4.1改訂版

http://www.cefic.org/Industry-support/Implementing-reach/Guidances-and-Tools1/

・エチレン、プロピレン
CEFICテンプレートを参考に作成
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６．情報公開

（１） ICCA GPS Chemicals Portal 

・開設：2010年10月4日
・情報：GPS安全性要約書 MSDS情報：GPS安全性要約書、MSDS
・登録：各社で 登録（ID取得必要）

各社のウェブサイトに情報を記載し、
ICCA GPS Portal へリンク付け

（ICCAサーバにPDFを直接貼り付けも可）
言語 制限なし （現在英語が主流 日本語も可）・言語：制限なし （現在英語が主流,日本語も可）

・閲覧：誰でも閲覧可能

http://www.icca‐chem.org/en/Home/ICCA‐initiatives/global‐product‐strategy/

28



ICCA GPS Chemicals Portal のウェブサイト
http://www.icca-chem.org/en/Home/ICCA-initiatives/global-product-strategy/

GPSページへ
クのリンク

物質検索ボタン

29

GPS安全要約書の検索画面

例えば、“化合物名”で検索

CAS番号でも検索可

会社名でも検索可
30



安全性要約書アップロード状況

 安全性要約書のGPS IT Portal 
へのアップロード数
・2012年、新たに約1,800件増加
・2013年1月 合計 3 300件以上

140

160

・2013年1月、合計 3,300件以上
・主に貢献した地域 ： 米国、欧州、
日本、及び湾岸諸国、南アメリカ

100

120

企業数 安全性要約書数

 この１年間、安全性要約書アップ
ロード促進に取組み

60

80

ロ ド促進に取組み、
日化協会員企業32社より 138件
アップロード

↓

20

40

↓
ICCAより一定の評価を受けたが、
今後継続・加速が求められる日本における安全性要約書の

0
2011.12 2012.2 2012.4 2012.5 2012.7 2012.9 2012.12
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今後継続 加速が求められる日本における安全性要約書の
アップロード数

企業websiteでのGPS安全性要約書の公開事例

http://www.basf.com/group/corporate/en/sustainability/management-and-instruments/gps/safety-summaries

・ BASF （自社ウェブサイトにGPSのページを設定）

現時点（ 自社現時点（2013/1）で自社
ウェブサイトに165件公開・
ICCAの GPS Ch i l

362 公開

ICCAの GPS Chemicals 
Portalへリンク付け、合計
362件の要約書を公開
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７．化学品サプライチェーンでの情報共有

１．化学業界でリスク
評価体制構築

２．川中・川下へ展開 （JAMPと協同で）

川
上

全産業で全産業で
化学物質
について

リスク評価リスク評価
に基づく
管理 構築
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SCRUMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（JAMP & 日化協 協同）
（サプライチェーン化学物質リスク管理と有用な仕組み討議のプロジェクト

Project of Supply chain Chemical Risk management and Useful Mechanism discussion）

１．目的
サプライチェーン全体での化学物質のリスク評価・管理が適切に効率的に行
われるための必要な情報 達と共有の 組みを構築するわれるための必要な情報伝達と共有の仕組みを構築する。

２．実施STEP
1)  JAMPと日化協の共同で、企画戦略WG結成
2)  SC各段階におけるリスク評価・管理実施にむけての実態調査と

あるべき姿の具体化 （→委託調査の実施）
3)  実現のための具体的仕組みの検討) 実 具
4)  実施計画作成、実行

３．活動期間
2011年6月～ WG開 10月～2011年6月～ 、 WG開催 10月～

４．ＷＧ編成
まずWG1：企画戦略・広報、その後WG2：IT技術、必要に応じ追加
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SCRUMプロジェクトの体制

SCRUM
ステアリング コミティー（SC）

事務局

WG1
（企画 報戦略の立案）

WG2
（ WG１の構 の（企画広報戦略の立案） （ WG１の構想の

システム化を検討）

2011年10月より活動スタート
・現状調査（DEHP、BPA）
・サプライチェーン化学物質リスク

管理ガイドライン作成中

システム原案の構想段階から活動
スタート 2012年11月

管理ガイドライン作成中

川上： 化学メーカー 5社

川中： 電機電子部品 2社

川上 ： 化学メーカー 1社

川下 ： 電機電子メーカー 1社

35

加工メーカー

川下： 電機電子メーカー 3社

その他： システムメーカー 1社

もう1社追加予定

８．GPS/JIPS 現状と今後の課題

・日化協ではこれまでGPS/JIPS推進部会・WGの活動を中心に、
会員企業のJIPS活動支援及び活動の環境整備を進めてきた会員企業のJIPS活動支援及び活動の環境整備を進めてきた。

・ 2012年9月のICCM-3に向けて日本の産業界としてSAICM達成に
貢献するため 主要会員企業を中 にGPS/JIPS安全性要約書貢献するため、主要会員企業を中心にGPS/JIPS安全性要約書
作成を進めた結果、32社より合計約140件の安全性要約書が
GPS IT Portal にアップロードされた。GPS IT Portal にアップロ ドされた。

・ 今後日化協では活動支援を継続しGPS/JIPS活動を推進する。

ガ啓発・広報活動継続 （セミナー、メルマガ）
リスク評価手法 （標準暴露シナリオ、混合物のリスク評価）
サプライチェ ンでの情報共有 （SCRUM)サプライチェーンでの情報共有 （SCRUM)
工業会との連携
新規情報システム JCIA BIGDr 構築新規情報システム JCIA BIGDr 構築
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９．まとめ 課題と対応

 化学品管理は大きなパラダイムシフト
ポイントは ポイントは

・サプライチェーン全体の包括的管理の追及
・リスクベースでの化学品管理リスクベ スでの化学品管理

 化学物質によるリスクと管理に関する情報も、

製品の“品質”の一部製品の 品質 の 部

・・・ビジネスの前提条件

 これまでは 製品の正の性能にのみ 点 これまでは、製品の正の性能にのみ焦点

これからは リスクという の特性と合わせてこれからは、リスクという の特性と合わせて

情報を開示・共有することで統合的に品質をマネジメント

⇒結果として製品の価 を向上
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⇒結果として製品の価値を向上

GPS/JIPSセミナー（実践編Ⅱ）

Thank you for your attention !!
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